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A Basic Research of Nanki Library’s Concerts 
山　本　宗　由
YAMAMOTO Muneyoshi
This study focuses on the concerts held in the Nanki Auditorium. Nanki Library (established 
1902) is the first music library in Japan; it had a large and valuable collection of western music 
gathered by Yorisada Tokugawa, the 16th master of the Kishu Tokugawa family. The library 
was affiliated with Nanki Auditorium (established in 1918), which was one of the earliest 
concert halls with a concert organ in Japan. In the early twentieth century, there’s no concert 
halls for western art music in Japan. For the reason, Nanki Auditorium became the place which 
was performed by various predominant players. However, little study has been done to Nanki 
Library’s concerts.
This study reveals the two points about the Nanki Library’s concerts through investigating 
the concert programs, newspapers, journal articles about the concerts and books written by 
Yorisada Tokugawa. First, Tokugawa held the concerts limited western art music as a high 
culture. Through the concerts, he aimed to provide opportunities for Japanese intellectual 
community. Second, in the auditorium, prominent players and orchestras performed; Tokyo 
Music School’s players, Japanese military band, Japanese court musician, and foreign residents 
in Japan. 

































































つブルメル・トーマス Brumwell Thomas（1868-1948）3 に設計を依頼することになる。
　実際に完成した南葵楽堂は、ケンブリッジ大学のキングス・カレッジのチャペルをモデルとして、




様式 内外の構造ともに 1820 ～ 30 年頃イギリスでさかんに取り入れられたクラシック
スタイルで、教化・修養・芸術など高尚な目的に使用するには最も適切と考えられた。































































































































































































































































Mr. Willy Bardas ？
（ピアノ伴奏）
17 1923 年
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なり水準の高い演奏家が集まっていた。しかし、記録として 1922（大正 11）年 4 月 8 日の東京
音楽学校での演奏会 12 以外、演奏記録が残っておらず、実態のよくわかっていないオーケストラ
であった。
　南葵楽堂での演奏会は、1922 年の５月と 11 月に一回ずつ行われており、プログラムには宮内




























　特に、1919（大正８）年 2 月 16 日のホーンの演奏会は、次の記事から盛況であったことがわかる。
来賓は前田侯夫妻を始め朝野の貴顕淑女多く，英大使夫妻令嬢を始め外国大公使も大抵顔を見













　1920（大正 9）年 11 月 22 日（表２、No.7）に、パイプオルガン披露のための特別演奏会が催
されている。この時は当時東京音楽学校の助教授をしていた中田章 15（1886-1931）が、オルガ
ン独奏 16 を担当している。この時、中田はヨーゼフ・ラインベルガー Josef Rheinberger（1839-1901）




















たのはエドワード・ガントレット Edward Gauntlett（1868-1956）19 による伴奏のみである。その
ため、一般の音楽愛好家は独奏でオルガン演奏を聴くことはできなかった。一般愛好家がオルガン











































1919 年２月 16 日 . Nanki Orchestral Concert with the assistance of Yokohama and Kobe amateurs .（請求記号：191902001）
1919 年５月４日 . Nanki Orchestral Concert with the assistance of the Yokohama Orchestral Society .（請求記号：191905001）
1919 年 12 月 14 日 . Nanki Orchestral Concert by the professors and graduates of the Tokyo Academy of Music with the assis-
tance of the Imperial Naval Band .（請求記号：191912001）
1920 年 11 月 22 日 . ［南葵楽堂パイプ・オルガン披露演奏会第１日］演奏曲目（請求記号：192011008）
1920 年 12 月 11 日 . Nanki Beethoven Festival .（請求記号：192012004）
1922 年５月 21 日 . Madame Tamaki Miura’s concert .（請求記号：1922050009、192295922）
1922 年５月 22 日 . Nanki Concert Orchestral .（請求記号：1922050023）
1922 年５月 28 日 . Orchestral Concert .（請求記号：192205014、192205027）
1922 年 11 月 4-5 日 . Nanki Concert Orchestral .（未整理資料）
1923 年５月 26 日 . Farewell Concert of Joseph Hollman.（未整理資料）
1923 年６月 10 日 . Nanki Orchestral Concert .（請求記号：192306002）
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1 頼貞は当時のことを鮮明には覚えていないが、ジョルジュ・ビゼー Georges Bizet（1838-1875）作曲の歌劇《カルメン》や、ジュ
ゼッペ・ヴェルディ Giuseppe Verdi（1813-1901）作曲の歌劇《トロヴァトーレ》などの当時パリで流行していた作品のレコー
ドであったと記憶している（徳川、1943: 6-7）。









6 The Japan Advertiser Press（Japan Times の前身の新聞社）によって、1924（大正 13）年に出版された南葵楽堂の演奏会プ
ログラム一覧。
7 1929（昭和 4）年に南葵音楽事業部が刊行した事業報告書。一連の演奏会プログラムが掲載されている。





されたプログラムと共通する曲がみられる。例えば 1923（大正 12）年６月 10 日の春季演奏会（表２、No.18）では、南葵
楽堂の方が曲数は少なくなっているが、演奏されている曲目は 1923（大正 12）年５月 19、20 日に行われた東京音楽学校
第 44 回定期演奏会（東京芸術大学百年史編集委員会、2003: 555-556）のものとほぼ同一である。曲順は異なっており、南
葵楽堂での演奏会では新たにシャルル・マリー・ヴィドール Charles-Marie Widor（1844-1937）作曲の〈組曲ホ短調〉より
「カンツォネッタ」が挿入されている。
12 この時の演奏曲目とメンバーは『日本の洋楽百年史』の 346-347 頁に記載されている。
13 関東大震災の際に、イギリス大使館のがれきに埋もれてしまい、亡くなっている。なお、1921 年に頼貞が外遊した際、ホー
ンを通じてサー・ヘンリー・ウッド Sir Henry Wood（1869-1944）の紹介状をもらっている。その際、ウッドを通じて南葵
楽堂に常備するためのコントラバス３台を購入している（震災後は東京音楽学校に寄贈）。






18 １日目の招待日と合わせて、３日間で約 900 人が演奏を聴いたと思われる。
19 ガントレットは山田耕筰（1886-1965）の義兄であり、少年時代の山田に音楽を教えた人物として知られている。オルガン
に精通しており、南葵楽堂のパイプオルガンの管理を任されていた。
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